
１ 課の運営方針

２ 担当（係）の使命（果たす役割）

３ 課の経営資源

（１） 課の体制

人 うち 人 ・ 人 千円 千円

（２） 事業規模 ※R3職員平均給与（ 千円）ベース ※予算計上額

千円 千円 （正職員人件費を除く） 事業

一般廃棄物最終処分場の機能維持を図るため、保守点検や計画的な修繕等の予防保全に向けた取組を進め、施設の延命化や更新費用の平準化を図ります。

令和５年度 課の運営方針書
鹿野総合支所　市民福祉課

【課の使命】
・地域住民の安心な暮らしを実現するため、日常生活に必要な各種手続きや案内について親切で分かりやすい窓口応対を実践します。
・過疎高齢化が著しく進む鹿野地域における重層的な福祉課題に対して、保健・医療・福祉等の関係機関と連携を図り、地域福祉の推進に取り組みます。
・鹿野一般廃棄物最終処分場の施設管理について、運用コストの縮減につながるよう計画的な予防保全に努め、施設の長寿命化を図ります。
・野犬問題に対して、周南環境保健所と連携した取組を行い、野犬による被害のない安心安全な暮らしを実現します。
【課の目標】
①「適切な行政サービスの提供」
　多様化する行政課題に対応するため業務知識の専門性を高めるとともに、窓口業務における接遇力の向上に努め、市民から信頼される行政サービスを提供します。

②「多機関連携による重層的な福祉課題の解決」
　相談者が抱える複雑化した福祉課題の解決に向けて、地域包括支援センター等の関係機関と連携強化を図り適切な支援につなげます。

④「野犬問題に対し実効性のある取組」
　野犬の出没時間・場所等の情報を基に周南環境保健所と連携した野犬の捕獲に取り組むとともに、餌やり行為が疑われる場所における啓発活動を実践します。

【行財政改革への取組み】

⑤「地域環境美化の推進」
　地域環境団体等と連携し地域住民の環境美化に対する意識を高める取組を行い、きれいで住みやすい生活環境の保全に努めます。

③「一般廃棄物最終処分場施設の長寿命化とコスト縮減」
　一般廃棄物最終処分場の施設管理について、計画的な機器更新による施設の長寿命化と併せ、埋立計画に基づき悪臭等の発散防止のための中間覆土工事を実施し、
適切な運営に取り組みます。

（市民福祉担当）
・市民目線でこれまでの業務の進め方や手法を検証するとともに、職員一人ひとりの業務遂行能力を高め、適切な行政サービスを提供します。
・日常生活において支援を必要とする人が孤立しないよう、地域包括支援センター等の関係機関と連携を図り、適切な福祉サービスの提供につなげます。
・一般廃棄物最終処分場における設備の劣化の有無や兆候を確認し機器等の計画的な更新を行い、目標とする使用期限まで施設の性能水準を維持します。
・野犬の通報情報に基づき出没場所や行動範囲を把握し効果的な捕獲に努めるとともに、むやみな餌やり禁止に向けた啓発活動を実施します。

職員数 7 正職員 7
会計年度
任用職員

0 人件費 正職員 49,721
会計年度
任用職員

7,103

歳入予算額 503 歳出予算額 64,645 担当予算事業数 3



鹿野総合支所　市民福祉課

４ 課の中期目標 （優先順）　第２次周南市まちづくり総合計画・後期基本計画に掲げられた基本施策を実現するための推進施策

目標 推進施策 実現したい成果　（最終目標）

1
９　都市経営
２　適正かつ透明な行政運営の推進
１　適切な行政サービスの提供

多様化・複雑化する市民ニーズや社会情勢の変化に対応するため、職員の能力向上や専門的知
識の取得に取り組み、適正な業務遂行能力や地域課題解決力を高めます。

2
５　福祉・健康・医療
１　地域福祉の推進
２　福祉に関する相談支援の充実

過疎高齢化が進む中、支援を必要とする人が孤立しないよう、保健・医療・福祉の関係機関と連携
強化を図り適切な支援につなげるとともに、地域のつながりによって、住民一人ひとりが生きがい
をもって安心して暮らすことができる地域共生社会の実現に向けて取り組みます。

3
８　環境共生
１　低炭素・循環型社会の実現
４　３Ｒの推進と廃棄物の適正処理

一般廃棄物最終処分場の維持管理について、計画的な更新等による施設の長寿命化に取り組
み、目標年度となる令和１４年まで施設の性能水準を維持します。

4
４　安心安全
３　市民生活の安全性の向上
２　安心安全な暮らしの実現

野犬の出没時間や場所等の情報に基づき、周南環境保健所と連携した効率的な捕獲を行い、野
犬による住民被害のない安心安全な暮らしを実現します。

5
８　環境共生
２　環境保全の推進
２　良好な生活環境の確保

住民主体の環境保全活動が継続できるよう、鹿野地域環境衛生推進協議会の活動を支援し、豊
かな自然環境の保全に取り組みます。


